
【特記事項】

1.　工事設計書に【割増有】の表記があるものについては歩掛の30％割増とする。

　　（割増は管路及び仕切弁の設置・撤去を対象としている）

2.　仕切弁バタフライ弁設置・撤去（人力）φ400㎜の歩掛について、水道事業実

　　務必携にはφ400㎜の設定が無いため、φ350㎜の歩掛を採用している。

3.　機器等据付（撤去）については、再使用しない場合の撤去に該当するため、

　　設置歩掛の30％とする。

4.　支給品費について

　　本工事費積算においての支給品費は以下のとおりである。

・「電動式バタフライ弁支給品費」　　 1式　￥41,590,000（税抜）

・「ベンチュリ管支給品費」　　　　　 1式　￥8,000,000（税抜）

また、上記支給品管材費の間接工事費等対象項目は以下のとおりである。

詳しくは、「令和７年度水道事業実務必携・工事費の積算」を参照のこと

【注意】

　「積算条件書」は、単価等の設定にあたって積算上参考となる条件を示しています。

工事場所 下松市大字西豊井10035番地（御屋敷山浄水場）

積算条件書

施工年度 令和7年度

工事名 急速ろ過池洗浄管更新配管工事（3期工事）

× 対象としない〇 対象とする

共通仮設費 現場管理費 一般管理費等

支給品費等管材費 〇 （1/2の金額） 〇 （1/2の金額） ×


